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論文内容の要
博
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目
薬物ショック死または薬物事故死の中でいわゆる腰椎麻酔死については、それが全くのショック死
であるか、あるいは薬剤の種類、用量、用法など麻酔手技に関係する事故死であるか法医学上の問題
となることがしばしばである。本研究はこのような問題の解決に必要な基礎資料として、従来なお不
明な点の多い薬剤の吸着、その生存中および死後の移動、化学的分析法等の諸点につき、いささか検
討を加えたものである。
〔方法ならびに成績〕
腰椎麻酔剤としてプロカイン、テトラカイン、 Tーカイン、リドカイン、ジブカインを選び、人死
体材料および家兎を用い以下に示す種々な実験を行ない、これを鑑定の基礎資料となし、腰麻後急死
せる実際例に応用した。
1 .生物試料中の局所麻酔剤の検出台よび定量法
局所麻酔剤はそれぞれの薬剤に特有な紫外部吸収スペクトルを示し、 Brodie 等の考案した抽出法を
併用することにより、生物試料中に含まれる微量の局所麻酔剤を検出、定量し得るかどうかを検討し
た。その結果、微量の薬剤を容易、かっ正確に検出、定量し得ることを確認した。特にこの方法は他
の分析に比べ操作が簡単で、再現性に富み、実用的で、ある。ただ生物試料の種類、局麻剤の種類によ
り抽出に用いる有機溶剤(ベンゼン、 トルエン、クロロホルム、エチレンジクロライド、ヘプタン等)
抽出操作等に若干の工夫が必要である D
2. 腰麻剤の人死体別出神経組織への吸着
死後新しい人死体より易リ出せる脊髄片と馬尾神経を用い試験管内で腰麻剤の吸着速度と分配率との
関係をしらベた。この結果脊髄と馬尾神経では薬剤の吸着速度に著明の差があり、後者ではより早い。
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また薬剤の種類により吸着速度と分配率に著明の差があり、腰麻剤の実用に当り有益な資料が得られ
た。最も吸着され易いのはジプカインであり、 T-カイン、テトラカイン、リドカイン、プロカイン
の順に吸着されにくくなる。
リコール中の腰麻剤の神経組織への吸着は薬剤の物理化学的性質に基づくもので、ほぼ分配の理論
に従って吸着する。すなわち脊髄と馬尾神経への吸着速度の差は神経組織の表面積の差によるもので
親和性は脊髄の方が大である D また薬剤の吸着は可逆的である。
3. 人死体の腰椎硬膜下に注入せるペルカミンの吸着
人死体にペルカミン S と L を注入し体位変換と薬剤の神経組織への吸着の様子を神経組織中の薬剤
の化学的定量により追求し、法医学上、実際例の鑑定に有益な資料が得られた。
4. 家兎を用いた実験
家兎脊椎腔内にペルカミンを注入しその吸着、分布の程度、麻酔濃度と臓器中への移行等について
検索した結果、兎の脊髄ではジブカインによる最低麻酔濃度は60~70μg/g、プロカインでは約 200
μg/gと推測された。脊髄より血流により移動したジプカインは肺臓に高濃度に分布し、牌、腎、脳
肝の順に低濃度となる。この分布は静注によるときも同じで、肺臓のジブカインが約 100μg/g とな
ると呼吸麻酔により死亡する。
5. 神経組織に吸着されたプロカインの組織化学的検索
神経組織に吸着されたプロカインをアゾ色素として呈色せしめることに成功した。この組織化学的
方法によるプロカインの神経組織外表面への吸着は急速で、あるが内部への浸入は緩慢で30分で約 1 mm 
である。 従って麻酔作用は神経組織表層部への吸着で、現われると考えられる。
6. 腰麻ショック死人体例の法医学的検索
ペルカミンで腰麻後急死した 4 例の脊髄神経組織中の薬剤を区分定量し、腰麻法の適否を判定する
資料の得られることがわかった。
特に薬剤が胸椎下部以下に分布しておれば麻酔法に問題はないが、胸椎中部以上に麻酔濃度以上が
吸着されているときは麻酔法の不適が疑われる。
7. 大後頭孔以下のリコール量について
人死体20例につき測定したところ40~65meで、従来の報告量の約倍量であることを確認した D
8. 腰麻に用いられたジブカインの尿中への排池
ペルカミンで腰麻後手術を施された患者 5 名の尿中ジプカイン量を測定した結果、 12時間以内に投
与量の 1~2% が排植されるに過ぎず、 18時間以後はほとんど証明されない。
〔結論〕
1 .生物学的試料中の局所麻酔剤の法医裁判化学的証明法として、紫外部分光分析は実地応用上最
適である。
2. 局麻剤の神経組織への吸着は生体死体を通じて物理化学的なもので、ほぼ分配の理論に従う。
3. 局所麻酔剤の作用は神経組織の極く表層に吸着されることにより発現するものと認められる。
4. 腰麻後急死せる死体の法医解剖に際し脊髄神経組織を全量採取し、これに吸着されている薬剤
を脊椎の高さに応じて区分定量する必要がある D
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この分析結果が死因判定に重要な資料となる。
5. 人の大後頭孔以下の脊椎管内のリコール・量は約40~65meで、ある。
6. 腰麻に用いられたジプカインの尿中排池は12時間以内で投与量の 1~2%で、以後ほとんど証
明されない。
論文の審査結果の要旨
腰椎麻酔後の急死が不可抗力的ないわゆるショック死であるか何らかの麻酔手技に係る事故死であ
るかの判別は、法医学上極めて重要で、あるが、従来その解明のための基礎知見、特に麻酔剤個々の吸
着特性(脊髄、神経等への吸着速度や分記率)や薬剤毎に最も適する化学的検出法、さらには死後の
吸着ないし移動の影響などの諸点で不分明な点が少なくなかった。
著者は各種腰麻剤を 8rodie の抽出法併用下に紫外部吸収検査を行ない、各薬剤に応じた最適の有機
溶剤を選ぶ事により概ね95%以上の回収率を以て微量の腰麻剤がそれぞれ特異的に検出せられること
を先ず明かにし、次いで各腰麻剤の吸着速度を薬剤毎に化学的並に組織化学的に明らかにした。また
人体麻酔事故死の剖検資料につき検討して麻酔死の決定には各脊髄分節毎の化学的分画定量が必要で
あることを確認、かっこれらの所見に対する死後の死体移動の影響する限度をも検討した。
これらの成績は、始めに述べた腰麻後急死例の法医学的判定に極めて貴重な基礎的知見を提供せる
ものである。
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